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研 究 主 題

互 いの思 いや考えを伝え合 う力を育て る指導法の工夫

1研 究主題設定の理由

伝 え 合 う力 の 育 成 は、25年 前 の ユ ネ ス コ総 会 にお いて 、 教 育 政 策 の7原 則 の 一 っ に挙 げ られ

て い る。 「互 い の価 値 観 や考 え方 を知 らな い こ とで、 互 い に疑 惑 と不 信 を招 き、 こ の こ とが 戦

争 の 原 因 にな っ た」(ユ ネス コ憲章1946年)と い う反 省 と、 そ の 打 開 策 と して の提 言 で あ る。

互 い に何 を 考 え 、 何 に悩 み 、 何 に痛 みや 喜 び を感 じて い る のか が 分 か らな い とい う戦 前 の国 家

間 の 社 会 状 況 は 、 そ の ま ま現 在 の 日本 国 内 の人 間 関 係 の中 に も見 られ る の で は な いか 。

現 在 の 子 ど もを取 り巻 く社 会 現 象 に 目 を向 け る と、 人 と人 とのか か わ りが もて な い傾 向が 強

ま って い る よ う に み え る。 町 中 で は駄 々 を こね る子 ど もが 極 端 に減 った。 わが 子 との煩 わ しい
しつ け

関係 を避 ける親が増 えたためか、躾 を含 めた真剣 な親子 の会話 の機会が減 りっっ あ り、子 ども

の側か ら見れば重要 な異世代間 のや りとりが減少 した と見 て とれ る。少子化 の進行 や習 い事 の

多様化 などか ら公園 で遊ぶ子 ど もも少 な くな ってい る。同世代 間の付 き合 いの幅 は一段 と狭 ま
っ な

り、 ま た、 その 繋 が りは弱 く希 薄 に な って い る よ うに感 じ られ る。

子 ど もた ちの 言 語 環 境 の変 化 も著 しい。 「青 少 年 白書」(総 理 府)に よ れ ば、 中学 生 の年 間 テ

レ ビ視 聴 時 間 は年 間 授 業 時 間 数 と ほぼ 同 じだ とい う。 一 つ の情 報 を多 数 の人 に一 律 に伝 え よ う

とす る マ ス メ デ ィア に長 時 間 接 す る子 ど もた ち は、 本 来 言 葉 が もっ 「多 義 性 」、 っ ま り同 じ言

葉 で も人 に よ って と らえ方 が違 う とい う面 と、 「奥 行 き」、 つ ま り一 っ の言 葉 で も じっ くり と時

間 を か けて 考 え る こ とに よ って新 た な見 方 が生 まれ る とい う面 を ほ とん ど意 識 しな い ま ま 日常

生 活 を送 って い るの で は な い か。 また、 一 方 的 に聞 くの み で、 自 らの意 見 を返 す こ とを しな い

と い う環 境 に浸 って い れ ば、 当然 の こ とな が ら 自 らの思 い を他 者 に伝 え る とい う能力 は低 下 し、

人 と接 す る こと も避 けが ち に な る。 「敬 語 は敬 意 を表 す た め の もので は な く、 人 と一 定 の 距 離
ち また

を保 っ た め の もの に変 わ った。」 と い う巷 の言 葉 が それ を的 確 に表 して い る。

人 は、 言 語 に よ って思 考 し、 言 語 によ って互 い の心 の 内 を 察 しよ う とす るが 、 相 手 の 発 した
うと

言葉 を吟味 した り、言葉 の奥行 きを探 った りす ることが疎 ん じられ る傾向が強 まれば、近 い将

来、人間味 に欠 けた寒 々 と した社会 が到来 しな いとも限 らな い。事 実、 学校現場で は、他者の

思 いや迷惑 はさておいて、 自分 の都合 だ けで考え行動 す る傾向の強 い子 どもが増えてきている。

人格形成上 の深刻 な問題 が広 が りつつあ るとも言 え るのであ る。

このよ うな状況 を踏 まえ、本部 会で は、異 な る背景の者 同士が、個 々に感 じた事柄や、思 い

を寄 せた内容 などを語 り合 い、 その価値を認 め合 いなが ら意見交換がで きる機会 を与え たいと

考 えた。他者 が発 した言葉 が 自らの深 い思考 を誘 うことに気づ き、 さ らに互 いの生 き方 や考え

方、体験 に思 いを巡 らせ ることで、新たな人 間関係が構築 で きると考え たので ある。

しか し、教 師の多 くは、心 の中の思 いを互 い に真正面 か ら受 け止 め合 い、素直 に返 してい く

とい う関係 を築 いてい く方 法を身 にっ けて きて はいな い。 それ以前 に、話 し合 いの場 な どで、

殊 に情緒 にかかわ る自 らの意見 を真摯 に表明す るという話 し方の演習す ら受 けてきた者 は少 い。

指導者 が経験 していない とい う難 しさはあ るが、 この社会が求 めて いる 「伝 え合 う力」 を育 て

る とい う緊急 の課題 への取 り組 みが不可 欠の もの と考え、本主題 を設定 した。
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皿 研究の構想

1基 本 的な考 え方

研究 を始 め るに当 たって生徒の実態調査を行 った。最近 の中学生 の話題、話 し相手、会話 内

容 やその深 さな どを確認す ることで、具体的な研究 の指針(方 向)が 定 めやす くなる と考 えた

か らであ る。調 査 はア ンケー ト形式で3校(中 学生420人)を 対 象 に行 ったが 、 予想 して いた

状況 が3校 に共通 して いる ことが浮か び上が った。つ ま り、普段 よ く話すのは 「同学年の友人」

であ り、話題 は 「学校生活で起 こったこと」や 「テ レビ番組 にっ いて」が圧倒的 に多 く、「ニュー

スや社 会的な問題 につ いて」「自分の悩 み」 「将来 につ いて」等、深刻 にな りがちな話題 は避 け

る傾 向 にあ る。 この傾向 を打開す るためには、普段親 しくしていない人 とも誠意 を もって向 き

合 い、 深 い思考 を必要 とす る話題 にっ いて互 いの思 いや考 えを伝 え合 う場 を設定 し、 そ うす る

ことで得 られ る、 他者 をよ り深 く理解す る喜 びや本 当の 自分 を分 か って もらえた ときの充足感

を味わえ るよ うにす る ことが大切 だ と考 え、 その手 だてを検討 した。

それに はまず、 指導者が提示す る 「話題=題 材」 に"魅 力 が あ る こと"が 重 要 な ポイ ン ト

にな ると考えた。「テ レビの人気 番組 にっ いて」 のよ うな気楽 な話題 は、 会 話 を はず ませ るか

も しれな いが、人間 の内面 にかか わ る発言 や内容 の深 ま りは期待 で きず、相手 の言葉 を真剣 に

聞 く態度 や、 自分の思 いや考え を整理 して分か りやす く伝 えよ うとする姿勢には結 びつかない。

このよ うな態度 ・姿勢 を自然 に引 き出す ことので きる話題(題 材)選 び は、次の段階 に進む た

めの土台 にな るので慎重 に行 い、適切 な話題 の選定 に努 めた。

次 に、 その 「話題(題 材)」 につ いて、話す内容 を整理す るのに適切 な形式 を与 え、 手順 を

示す ことによ り、生徒 が発言 しやすい環境 を整 えた。 そ して、次の段 階 と して 「発 表 す る場 」

を与 え た。 そ こで発表者が取 り上 げた 「言葉」 を軸 に、 それは どのよ うな状況で発せ られ たの

か、 発 した人 の表面 には出て こない本 当の気持 ち等、 「言葉」 の背後 にあ る もの に思 い を及 ぼ

せ ることによって、「言葉」の もっ 『意味 の厚み』 に気づかせ るよ うに した。 そ うす ることで、

言 葉 はその場限 りで使 い捨 て られてい くものばか りで はな く、 時を経 て も心 によみがえ って く

る重み を もって お り、時 に は、 自分 の生 き方 を変 え るほどの力を もっ もので あ った りす るこ と

に気づ くことがで きる と考 えたか らであ る。

さ らに、『言葉 の厚み』 に思 いを馳せ られ る 「聞 き手」 を育 てる ことは、 言 葉 を大切 にす る

「話 し手」 を育 て ることに もつ なが る とい う重要 な意味 を もっ もの と考 え た。 そ こで、 話 し手

の話す内容 を精選す る ことで聞 き手 が興 味を もって聞 くことので きる状況を作 る と共 に、聞 き

手 に対 して は得 た情報 を整理 しやすい形式 を与 えてお き、単 に聞 き取 るだ けで はな く、率直 に

誠意 を もって話 し手 に返 していかれ る場を設定 した。 これ によって お互 いの人間性 に触れ、話

し合 いを意義 あ るもの と して とらえ させ ることを 目指 した。

以上 のよ うな流 れの中で、 「互 いの思 いや考 えを伝 え合 う力 を育 て る」 とい う研 究 主題 が達

成で きる と考 えた。
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2研 究の方法

前述の基本的 な考 え方 に立 ち、二っ の班 に分かれて それぞれ指導法 の工夫 ・改善 を重 ねなが

ら、次の ように研究 をすす めた。

1班

1班 で は本研究 の推進 にあた って 「読む ことの学習 をとお して」 とい う副主 題 を設定 した。

一っの作品を異世代 の人 たちと共 に読む とい う作業 の中 か ら
、互 いに伝 え合 う力 を育 て ること

がで きるので はないか と考え たか らで ある。 また、今 の中学生 の付 き合 いは、同 じ興味 ・関心

を もっ同世代の友人知人 に限定 されが ちで あるか ら、普段接す る ことの少 ない異世代 の人 との

交流 に焦点を当 て、地域 に住 む人生経験豊 かな大人 に授業 に参加 して もらうことに した。両者

が共 に興味深 く読む ことので きる教材 を選 び、 それを一緒 に読 み深 ある ことで自ず と伝 え合 い

が生 まれ る。 この授業 を とお して中学生 にと って も異世代 の方 に とって も新鮮 な驚 きと感動 を

得 られ ると考え たか らである。

話 し合 い活動 の場面で は、班 内、学級全体、異世代 の方 を交 えて、 と多様 な形 を設定 し、 そ

れぞれの段階を経 る ごとに、体験 の違 いや価値観 の相違 によ って言葉 の とらえ方 は様 々であ る

ことに気づかせ るよ うに した。 また、異世代 の方 との授業 を終 えた後 にお礼 の手紙 を書 かせ る

ことで、読みの深 ま りを再認識 させ る ことに した。

これ らの活動 を とお して、人間関係 を豊 かに し、視野 を広 げつっ、互 いの思 いや考 えを伝 え

合 う力の育成が可能 となる と考 え、研究 を進 めた。

2班

2班 で は本研究 の研究主題 を もとに、「体験発表会 を とお して」を副主題 と して設 定 した。

文献研究 と して、意見 の交換 に関 わ る文献、先行研究等、 コ ミュニケー シ ョンや語彙論 の資料

を収集 し検討を重ね た。 しか し、教科書等 で、 このテーマを直接取 り上 げてい る事 例がないた

め、特設単元 『心 に残 った言葉』 を設定 した。

「伝え合 う」 ためには聞 き手 と話 し手 の双方 の育成 が大事 であ ると考 え、 自 らの言葉の感動

体験を振 り返 らせ、全員が体験 ス ピーチを行 い、 それにっいての感想 を出 し合 う場 を設定す る

ことで、発表 にっ いての質問 や感想 を述べ る ことも重要 な表現活動 と して位 置づ けた。聞 き手

か ら質問や感想が述べ られる ことによ り、発表 の価値 その ものが高 あ られて い くと考え、発表

者 と聞 き手の質問 や感想 のや りとりに注 目させ、 その感想を述べるという 「感想 の交流」を行 っ

たので ある。班単位 での感想 の交流、 クラス全体 での感想 の交流 と2段 階を設 けることによっ

て、伝え合 う価値 をよ り深 め、互 いの思 いや考 えを伝 え合 うことの大 切 さを認識 して いけると

考え、研究を進 めた。
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皿 研究の内容

11班

(1)ね らい

日頃、生徒 は電話 や電子 メールな ど様 々な情報交換 の手 段を もち、状 況 に応 じて これ らを使

いこな して いる。身近 な同世代 の仲 間 と、興 味や関心 のあ るたわいのない話題 で、気 軽 に感覚

的 な会話 をす る ことはで きる。 しか し、世代 や環境 の違 う他者 と一 っの話題 を深 く真剣 に話 し

合 う機会 はめ っきり少 な くな って しまっていて、親和感 のな い相手 と会 話をす ることに慣れて

いない。 そのため人 間関係 も広 が らず、積極 的 に相手 を理 解 しよ うとす る気持ちが育 ちに くい。

また、 その手段 も身にっいていな いのが現状 であ る。

互 いの思 いや考 えを伝え合 うた めには、価値観の違 う相手 の気持 ちや考え を積極的 に理解 し

よ うとす る意欲 と、 自分 の気 持ちや考えを大切 に して 自分の言葉 をとお して伝え よ うとす る態

度が大切 であ る。 それを身 につ けさせ るため に、次の二点を考慮 した。

一 っは他者 と話 し合 う機会 を意図的 に設 けることで ある。 と りわ け異世代 の方 と一っ の作品

を読 む機会 をっ くることと した。それぞれの世代が共通の話題 をとお して思 いや考え を述べ あ

うことでお互 いが共 感 した り共 鳴 しなが ら相 手の気持 ちや考え を理解 しようとす る ことがで き

るよ うにな る。 また、主題 や文章 に表れてい るものの見方や考え方を理解す るてだて の一っ と

して、 自分 とは異 な った様 々な価値観 があ ることを知 る必要が ある。異 なる価値観を認めたり、

反論 しなが ら自分 の考えを さ らに発展 させてい くこと もで きる もの と考え た。

もう一っ は、 自分の考 えを的確 に話すため に自分の ものの見方や考え方 を しっか りもたせる

よ うに授業 で配慮 す ることであ る。人間 ・社 会 ・自然 などにつ いて深 く考 え られ る教材 を検討

し、平和 や国際理 解 ・環境 問題 な ど様々 なテーマで生徒の心 を揺 さぶ り自分 の意見 や考 えを明

確 にす ることが で きる作品を選 択す る必要が ある と考え た。

この授業 を とお して、生 徒が 自分 の考え を しっか りもちなが ら相手 に伝 え、価値観 の違 う相

手 に配慮 しっっ相 手の考えを受容 し、 さ らに自分 の ものの見方 や考 え方 を広 くすることができ、

伝 え合 う力が身 にっ くもの と考えて、検証 を行 った。授業 を進 める うえで以下を留意点 とした。

①作 品を読 んで疑 問や感想を はっき りさせ る。

②疑 問を、「自分で調 べ られ るもの」、「異世代 の方 に聞いて分 か るもの」、 「異 世 代 の方 と考 え

るもの」 に分類 す る。

③疑 問にっいて 自分 の意見や考え をは っき りさせ、生徒同士が進んで話 し合 え る よ うにす る。

④異世代 の方 の意 見を聞 きなが ら話 し合 いがで きるよ うにす る。

⑤話 し合 いのル ールを理解 し、相手へ の配慮がで きるよ うにす る。

⑥授業 を とお して学んだ ことを話 し合 いの場面 に生かせ るよ うにする。
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(2)指 導の実際

① 【研究 主題 との関連】

副主題 「読む ことの学習 をとお して」

本研究 にお いて は、文学教材 を読む ことの学習 をとお して、互 いの思 いや考えを伝え合 う

力を育て る指導法 を工夫 した。普段行われ ている生徒 と教師 だけの学習活動で はな く、環境

や価値観の違 う異世代 の方 を交 えての話 し合 い活動 とい う取 り組み を考え た。

研究 を進め るにあた り以下 の点 に留意 した。

・異世代間で あ って も共感 を もち合 える教材 を選定す る こと。

・疑問点 にっ いて、 自分 な りの考 えを もち意見交換が でき ること。

・授業 に参加 していただ く方 に、授業 のね らいを理解 して もらうこと。

指導計画 と しては、 まず教材 を読 んでの生徒一人 ひ とりの感想 や疑 問を もとに、班 や学級

で の話 し合 い活動 の場面 を設定 した。異世代 の方 と話 し合 う上 で、聞 きたい ことや一緒 に考

えたい ことを分類 した り、 それに関す る意見交換 を した りす るよ うに した。 こう した取 り組

みによ り、話題 を整理 す るとともに生徒一人 ひ とりの考 えを深 め ることが で きる と考 え た。

そ して、生徒 に とって異世代 の戦争体験者 の方 との話 し合 いの場面 を設定 した。一 っの文

学教材 を読 みなが ら、戦争体験 のない生徒 が、 時代背景 や登場人物 の心情 に関 して、戦争体

験者 の方 と互 いの立場 か ら思 いや考えを伝 え合え るように した。生徒 は教 わ るだ けでな く、

感性 の違 う相手 と共感 し合 いなが ら、 さ らに教材の読 みを深め ることがで きると考え た。

② 【教材】 『大人 になれなか った弟た ちに……』(国 語1年 光村図書)

③ 【教材観】

「僕」 が国民 学校四年生の ときに生 まれた弟の ヒロユキ は、戦争が終わ る18日 前 に栄養 失

調 で死 んだ。 ひ も じさの ため に 「僕」 はかわ いが って いた弟 の ミルクを、悪 い ことと知 りっ

っ何回 も盗 み飲 み して しま う。弟 を死 に追 いや った栄養失調 に手 を貸 して しま ったとい う自

責 の念 は 「僕」 か ら離れ ない。 この生 まれてか ら死ぬ まで のわずか な時間 の弟 との思 い出、

そ して、 自分 たち子 ど もを必死で守 ろ うとす る母親 との思 い出が語 られ ている。

こう した ことか らこの教材 は、世代 を越えて、多 くの人 の心 に訴 える ものが大 きい。 当時

の人 々の生活 状況 に興味 ・関心 を もちやす く、登場人物 の心情 に対す る多様 な考 え ももちや

すい。 同世代の生徒同士 は もちろん、異世代 の戦争体験者 の方 とも話 し合い活動 を しなが ら、

互 いの考えを伝え合 い読 みを深 めるのに適当 な教材で ある。

④ 【指導 目標】

ア 文学作品を読 み、互 いの感想 や疑問 を伝 え合 うなかで、 ものの見方 や考 え方 を深 め る姿

勢 を育て る。

イ 話 し合 い活動 を とお して、互 いの世代 を超 えての感 じ方 や考 え方 の違 いに気 づ くことが

で きる共感的 な姿勢 を育 て る。

ウ 自分 の思 いや考 えを聞 き手 に理解 して もらえ るよ うに、分 か りやす く伝え る力を身 にっ

ける。

工 話 し手 の伝 えたい ことを受 け とめ、 それに対 す る自分 の考えを もち、新 たに思考す る力

を身 にっけ る。
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【指導計画】(6時 間扱 い)

・説 明 な しで 範 読 を聞 く。

・各 自感 想 及 び疑 問 を書 く。

・今 後 の授 業 の流 れ を確 認 す る。

・話 し合 い の ル ー ルを 決 め る。

・疑問 や感想 を班 の中で話 し合 う。

(6っ の班 を使 う。)

。感想 と疑 問 に分 け、 記録 係 が短 冊 に書 く

(短冊 は教師が用意)

☆疑 問を次 の3点 に分類する。

A調 べれば分か る こと。

B体 験者 の方 に聞 きたい こと。

C体 験者 の方 と一緒 に考 えたい こと。

・班 の代表者が全体 に発表 す る。

☆疑問Aに つ いて は次の授業までに調べて くる。

・文 章 の流 れ に沿 って、 そ れ ぞ れ の疑 問 や、 感

想 に対 す る意 見 を 述 べ あ う。

・前 時 の続 き を行 う。

・戦 争 体 験 者 の方 と話 し合 う上 で、 気 を っ け な

けれ ば な らな い こ とを確 認 す る。

・記 入 用 紙 を渡 して箇 条 書 きに さ せ

る。

・教 材 の どの部 分 にっ いて の こ とか

が 分 か る よ うに書 か せ る。

・戦 争 体 験 者 の方 に来 て い ただ い て

一 緒 に読 み を深 め る こ と。 そ の た

め に まず 、 自分 な りの考 え を もた

な け れ ば な らな い こ とを伝 え る。

・前 時 に書 い た こ とを も と に必 ず 全

員 が 発 言 で き る よ う に配 慮 す る。

・プ リ ン トNa!を 使 い、 で き る だ け

簡 略 に ま と め させ る。

・同 じ内 容 の もの は一 っ に ま とめ さ

せ る。

・読 み を深 め た い と ころ は、 随 時 指

導 者 が助 言 す る。

・前 時 に作 成 した短 冊 を黒 板 に貼 っ

て お く。

・自分 が 提 示 す る疑 問 に対 して は、

あ らか じめ 自分 な りの答 え を 出 さ

せ て お く。

・あ らか じあ依頼 しておい た戦争 体

験者 の方 に参観 していただ き、

れ までの授業の流れを理解 して い

ただ く。
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・戦 争 体 験 者 の方 と と もに、 さ らに読 み を 深 め

て い く。

・戦 争 体 験 者 の方 を交 え て話 し合 い を行 う。

・疑 問 の うち、 第2時 で示 したB・Cを 中心 に、

自分 の考 え を述 べ 、 体 験者 の方 に考 えを聞 く。

・お 互 い の感 想 を述 べ あ う。

・来て いただ いた体験者の方の授業 に対す る感

想 を聞 く。

・今 回 の授 業 を通 じて、 学 ん だ こ とや読 み が 深

ま った部 分 に つ い て話 し合 う。

・上 記 の こ とを ま とめ て、 戦 争 体 験 者 の方 に お

礼 の手 紙 を書 く。

・自 己評 価 を、 ア ンケ ー ト用 紙 に記 入 す る。

・体 験 者 の方 を ク ラス に一 人 招 き全

体 で話 し合 い を させ る。

・積 極 的 に、 生 徒 に発 言 さ せ る。

・聞 くだ け の一 方 通 行 に な らな い よ

うに し、 自分 の考 え も、 きち ん と

述 べ させ る。
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【本時の展開(第5時)】 指導案(体 験者 クラスー人) ○話し合いの司会e教 師

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

・地域の戦争体験 者 ・前時 までに出された感想 や疑 問を、 来

導 の方 の紹介 ていただいた体験者 の方 に投 げかけ、

・本時の学習内容 の 話 し合 って読 みを深 めてい くことを確

入 確認 認 す る。

・体験者の方 との話 ・次 の各事項 にっいて、質問者 が 自分 の ・感想 なのか疑問 な

し合 い活動 考 えを述 べ、体験者の方の考えを聞 く。 の か を は っ き り さ

せ る。

《以下 は予想 され る項 目》

1「 僕 」 が ヒロユ キ の ミル クを盗 み 飲 ・質問者 と違 う考 え

み した こ と につ いて。 の ものには発言 を
展

そ れ に対 す る母 の 思 い につ いて。 促 す 。

2疎 開の相談 に行 った時の親戚の人 の ・体験者の方の考 え

対 応 にっ いて 。 は メ モ を取 りな が

その と きの 母 の表 情 や態度 につ いて。 ら聞 くよ うに指示

3疎 開 先 の 情 景 にっ いて 。 す る 。

4ヒ ロユ キを 「幸 せ だ った」 と、 母 が

一

言 っ た こ と に つ い て 。

5敵 機 が 美 し く見 え た こと につ い て。

6母 が 初 めて 泣 い た こ とにっ い て。

7「 僕 」 が 「忘 れ な い」 と言 って い る

こ と に つ い て 。

8カ タカ ナ表 記 につ い て。
開

・体 験 者 の方 との や り と りの中 で、 別 の ・話 し合 い に よ って、

考 えが生 まれ るな どの変化 があ った と 読 みが深 まった部

き に は、 きち ん と メモ を して お く。 分 を整理 させ る。

ま
・本 時 の ま と め ・体験者 の方 にお礼 の言葉 を述 べ る。 ・あ らか じめ お 礼 を

と

・体 験 者 の方 の感 想 を 聞 く。 言 う生徒 を決 あて

お く。

め
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【本 時 の評 価 】

1.文 学 作 品 を 読 み 、 互 いの 感 想 や 疑 問 を 伝 え 合 うなか で 、 もの の 見 方 や 考 え 方 を 深 め る姿 勢

が 育 った か。

2.話 し合 い活 動 を とお して 、 互 いの 世 代 を 超 え て の 感 じ方 や 考 え方 の 違 い に気 づ くこ とが で

き る共 感 的 な 姿 勢 が 育 った か 。

3.自 分 の思 い や 考 え を 聞 き手 に理 解 して も らえ る よ うに 、 分 か りや す く伝 え る力 が 身 につ い

た か。

4.話 し手 が 伝 え た い こ とを受 け止 め、 そ れ に対 す る 自分 の考 え を もち、 新 た に思 考 す る力 が

身 に っ い たか 。

【本時の展開(第5時)】 副指導案(体 験者 は班 に一人以上) ○話 し合 いの司会=教 師

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・地域 の戦争 体験者 ・前 時 まで に出 された感想や疑問 を ・班 毎 に行 う ので 、 体 験
導
の方 の紹 介 体験者の方々に直接聞 き、話 し合っ 者の方や、生徒の意 志

入
・本 時の学 習内容 の て読 みを深めて い くことを確認 す の疎通がで きて い るか

確認 る 。 を 確 認 す る。

・体験者 の方 との話 ・各班 に一 人か ら二人 の戦争体 験者 ・感想 なのか疑問な のか

し合 い活動 の方 に話 に加 わ って も ら う。 を は っ き り さ せ る。

・自分 た ち で考 え た質 問内容 の中で、 ・教科書 の どの部分か を
展

整 理 した質 問 をい くっか な げか け、 確認 させ る。

返 って きた こ とを記 録 す る。 ・疑 問B(体 験者 に聞 き

・質 問 した こ とに よ り、 特 に読 み が た い こ と)な の か 、C

深 ま った部 分 を整 理 す る。 (体 験者 の方 と一 緒 に

考 え た い こ と)な の か

開
を整 理 させ る。

・体験者 の方の考え は メ

モ を取 りな が ら聞 くよ

うに指 示 す る。

ま

・話 し合 い活 動 の ま

とあ

・班 ごとに、学習者側が質問 して読

みを深 めた内容 をまとめ、発表 す

・時 間 の関 係 もあ るの で

簡 潔 に発 表 す る。

と
る。

(生徒が黒板 に紙 〔質問用紙〕 を

・時 間 の関 係 上 、 短 い コ

メ ン トに して い ただ く。

貼 る 。)
め

・体 験 者 の 方 の 感想 を 聞 く。
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一資料 についての説 明 一

資料1に っ いて

今回 の授業 で は、戦争体験者 の方 に、 いか に協力 して もらえるかが、大 きな鍵 とな る。 し

たが って、事前 にこの よ うな形式 の手紙 を該当 の方 に渡 し依頼す る。 またその後 で、授業 の

内容 にっいて も細 か く説明 し、理解 を求 めるよ うにす る ことが大切で ある。

資料2に つ いて

疑問点 の整理 は生徒 に行わせ る。 その際 にA「 調べ れば分か る こと」、B「 戦 争体 験 者 の

方 に聞 いてみた いこと」、C「 戦争 体験者 の方 と一緒 に考 えた いこと」 の3点 にっ いて、 生

徒 に分類 させ ることが大切で ある。 その際 に、適切 な指導者 の支援 ・援助 が必要 であ る。

資料3に つ いて

授業 の感想 やお礼を生徒 に書かせ る。 その際 に、「どんな ことが分か ったか。」 また 「戦争

体験者 の方 と一 緒 に作品 を読んで どんな感想 を もったか」等、具体 的な感想 を率 直に書 かせ

るよ うに指導 す る。

資料4に っいて

整理 した疑 問点C(戦 争体験者の方 と一緒 に考 えたい こと)を 班 の中で話 し合 わせ、 自分

の意見 と他 の班 員の意見 を比べ させ る。 また、戦争体験者 の方 との話 し合 い後 の 自分 の考 え

を書 かせ、読 みの深 まりや 自分の考え の根拠 を明確 にす るよ うに指導す る。
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(3)ま と め

① 考 察

ア 教 材 にっ いて

本 教 材 「大 人 に なれ なか っ た弟 た ち に… … 」 は、 生 徒 に も戦 争 体 験 者 の 方 に も、 受 け入

れ られ や す い教 材 で あ る と同 時 に、 互 い に興 味 関 心 を もち なが ら も、 そ れ ぞ れ の 違 っ た実

体 験 に基 づ いた 解 釈 、 感 想 が 出 され る ため 、 互 い の意 見 交 換 に適 した 教 材 で あ った と いえ

る。

イ 生 徒 が 自分 の 意 見 を もっ と い う こ と

初 発 の感 想 の 相 互 発 表、 そ して 意 見交 換 、 さ らに、疑 問 点 の 分類 とい う取 り組 み が、 生

徒 自身 の意 見 、 考 え を もた せ る うえ で も、 ま た、 体 験 者 の 方 が、 話 を す る うえ で も効果 的

で あ った。

ウ 異 世 代(地 域 の戦 争 体 験 者)の 方 の参 加 に っ い て

一 読 のみ で あ って も、 生 徒 は か な りの反 応 を見 せ るが、 そ れ に加 え実 際 に戦 争 を体 験 し

た方 の体 験 談 を 聞 く こ とに よ り、 さ らに そ の 内容 が深 ま って い った。 ま た、 自分 な りの意

見 、 解 釈 を体 験 者 の方 に投 げ か け、 そ れ に対 して意 見 を 聞 か せ て い た だ く とい う学 習 活 動

は効 果 的 で あ った。

工 授 業 形 式(体 験 者 数 「ク ラス1名 」 形 式 と 「班1名 」 形 式)に っ い て

体 験 者 の 方 の参 加 を 「ク ラス1名 」(ク ラ ス形式)と 「班1名 」(班 形 式)と の二 形 式 で

行 って み た 。

そ の結 果 、 ク ラ ス形 式 で は、 班 形 式 と比 べ 、 話 し合 い の時 間 まで の 取 り組 み(上 記 イ)

が 、 全体 で行 わ れ る た め、 共 通 の課 題 を と もに考 え 、 意 見 を交 換 しあ うことがで き、 また、

体 験 者 の方 との 話 し合 いの 場 で も、 一 つ 一 つ の 話 題 に対 し、 よ く集 中 し、 次 第 に考 え が 深

ま って い く様 子 が 感 じ られ た 。 班 形 式 の 方 が 一 人 ひ と りの 発 言 の機 会 が 増 え る と い う利 点

もあ るが、 班 の構 成 に左 右 され る場 合 が 多 く、 考 え を 深 め る と い う点 、 最 終 的 な ま とめ の

活 動 等 、 さ ま ざ まな点 で ク ラ ス形 式 の方 が 有 効 な面 が 多 い と い う こ とが で き る。

② 今 後 の課 題

ア 今 回 の教 材 に 限 らず、 話 し合 い の前 に基 礎 的 な事 柄(時 代 背 景 、 語 句 な ど)を と らえ さ

せ て お く こと が大 切 で あ る。 そ れ が押 さえ られ れ ば、 他 の教 材 、 領 域 に っ い て も読 み を深

め る うえ で 、 十 分 に有 効 な取 り組 み で あ る と思 わ れ る。

イ 自 由 に話 し合 う場 を設 定 す る こ と も良 い が、1年 生 とい う こと もあ り、話 し合 いが ス ムー

ズ に いか な い こ と も十 分 に考 え られ る。 したが って、 生 徒 の 中 で、質 問 の分担 を す るな ど、

あ る程 度 取 り組 み方 や 話 し合 い の形 式 を決 め て お くほ うが よ い。

ウ 戦 争 体験 と い って も、 実 際 に戦 地 で の体 験 の あ る方 、 内 地 に い た方 の 中で も、 疎 開 経 験

の あ る方 、 な い方 等 の違 いが あ り、 それ に よ る解 釈 の 違 いが 表 れ て くる。 したが って、 で

き るだ け主 人 公 と同 じ年 代 で 、 似 た体 験 を され た方 にお 願 い した方 が よ い。 ま た、 あ る方

が 「この主 人 公 は考 え が 甘 いね 」 と い うこ とを 口 に され たが 、 生 徒 は もち ろん 我 々 も意 外

に思 わ れ る言葉 が 出 され る場 合 が 想 定 され る。 した が って 、 その 内 容 に よ って は、 あ らた

め て ま とめ の 時 間 を 設 定 す る こ と も大 切 で あ る。
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22班

(1?ね ら い

2班 で は、互 いの思 いや考えを伝え合 う力を育て るた めに、 まず学習者一人 ひと りが言葉 を

魅力 ある ものに とらえ ることが重要 であ ると考えた。 言葉の微妙な意味がその場の状況 と関連

しなが ら、 その人 その人 に大 きな影響 を与えて いる。 それ は、時 に人を挫折 に招 き、 また、人

に栄光 を もた らす。 そ うい った言葉の両 刃 の威力 を現実 の ものと して受 けとめなが らも、言葉

がいかに人 を感動 させ るものであ るかを理解す る中で言葉 に対す る関心 を高 め、言葉 を魅力的

に使 い こな し、 よ り正確 に意思を伝え合 う力を養 うことをね らいと した。

同 じ言葉 を聞 いた と して も、あ る人 は好意的 に受 けとめ、 ある人 は嫌悪感 を抱 く。 その違 い

は、 そ こに至 るまでの経験 や その ときの状況、人間関係 によ って現れ る。近年 の中学生 は、 自

分 の発 した言葉 の真意 が受 けとめ られな いことを極度 に恐 れるあま り、「発言 しない」「発言 し

た として も本音 を言 わない」「意思 は常 に曖昧にす る」 とい った傾 向が強 いよ うであ る。 この

よ うな傾 向の中で、授業 という公 の場で中学生 に発言 をさせ話 し合 いを深 め させ るた めに は、

指導者側 の入念 な準備 と働 きか けが必要で ある。結論 を急 がず、意見 の留保 を認 め、 あ るがま

まの思 いをその まま受 け入れ る雰囲気の中で、全員が話 し合 いに参加 で きるよ うに した。

課題 は、言 葉を魅力的 に感 じられ るよ うな環境 の中 で、全員が主体 的に参加 で きるよ うにす

るために言葉 にっ いて の各 自の体験 を発表 し、 それにっ いて感想 や質 問を互 いに語 り合 うこと

によ って参加 者の意 識が高 ま り、発表 の価値 そのものも高め られ ると考えて、学習 を進 めていっ

た。互 いの思 いや考 えを伝え合 お うとす るには、何 よ り学習者 自身 の体験 を素材 とす ることが

有効 であ ると考え、導入教材 によ り言葉 の重 みや魅力 に目を向 けさせ ると同時 に、 自 らの言葉

の感動体験 を振 り返 り、考え をま とめなが らメモに書 き留 めた ものを発表 させた。 また、聞 く

側 もよい聞 き手 とな るよ う、「発表 にっいての感想を述べ る班」、「そ のや り取 りにっ いて の感

想 を述 べ る班 」、「ス ピーチの題名 を考 える班」 と分担 す ることよ って、 ただ聞 いて いるだ けで

な く、話 し手の言わん とす る ことを的確 に受 けとめ、 さらに高 めよ うとす る姿勢 を もって聞 け

るような手 だてを施 した。

互 いの意 見を交換す る形 をとる ことで、学習者 は 自分 とは異 な った考えがあることに気付 き、

それを認めて い くことによ って視野 を広 める ことがで きる。 また、 自分 の思 いや考え をま とめ

て い く過程で思考力 を身 につ け、言葉 の魅 力 にっいての新たな認識 を深あていくことがで きる。

その上で言葉を発す る ことによ って互 いの思 いや考 えを伝え合 う力を 自 ら育て られ るよ うに し

た。導入教材 は言葉 に興味 を もたせ、 また言葉 の魅力 を感 じられ るもの で あ るよ うに配慮 し、

特 に慎重 に選択 した。

言葉 のや りと りにっ いては、心 の内面 を表出す ることに重点を置 いた。素直 な気持 ちで自分

自身 に対峙 し、互 いに ことばの重 みや魅力 に心 を入れなが ら自身の内面 を言葉に表す ことによっ

て、言葉を単 なる手段 と してではな く、周 囲 との意思 の疎通を より確実な ものに使 い、 さらに、

言葉 を大切 にす る姿勢 を養 い、 日ごろの生 活 にそれを反映 させ る ことによ って 日常生活 に役立

っ基本的 な会話力 の向上 を 目指 した。
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(2)指 導 の実 際

① 【研究主題 との関連】

副主題 「体験発表会 を とお して」

単元名 「心 に残 る言葉」

2班 で は言葉 の魅力 に着 目させなが ら、互 いの思 いや考 えを伝え合 う力 を育て るために、

次 のよ うな単元 を構成 した。

ア 学習者 自身 の言葉 の感動体験 を掘 り起 こし、 それを単元 の軸 に据 え る。

学習者 が本気 で互 いの思 いや考 えを伝 え合 お うとす るには、何 よ り学習者 自身 の体験

による ものを素材 とす ることが有効 であろ うと考 えた。 そ こで、導入教材 によ り言葉 の

重みや魅力 に 目を向けさせ ると同時 に、 自らの言葉 の感動体験 を振 り返 らせた。 そして、

学習者の 中か ら数名が全体 の場 でその体験 ス ピーチを行 い、 それを巡 って全員 で感想 を

交流 し合 う場 を設定 した。 しか し、 自 らの体験が ない、 もしくはそれを発表 した くない

学習者 につ いては、人 か ら聞 いた体験 や本 で読ん だ体験 を発表 す ることで もよい ことに

した。

イ 伝え合 う活動 を活性化す るための手 だてを施す。

授業の 中で扱 われ た文章 にっ いて の学習者同士 の感想 を交流 させ る場 を設定 して も、

それが十分 に行 われ るケースは少 ない。 どち らか とい うと、指導者 と一部 の学習者 との

対話や問答 のみで終わ って しま うケースの方が多 い。伝 え合 う力 の育成 は、例 えば指導

者の発問を工夫す るとい った ことのみで は達成 される ことは少 ない。 そ こで、学習者同

士の伝え合 い、 ここで は感想 の交流が十分 に行わ れるよ うにおおよそ次 のよ うな手 だて

を施 した。

・班 は指導者が構成す る。 グループ学習 にお いて は、班 と班 との間 に学習 に対す る興味

関心 や習熟度 による格差が生 じて しま うと学習活動が スムーズに行 われ ない場合が多

い。 このために、導入時 のワーク シー ト等で学習者 の実態 を把握 し、 それ を もとに指

導者 が班 を構 成す ることと した。

・発表 会の司会の台本 は司会者 自身 に作 らせ る。司会者 には発表会 の目的 と進行 の概要

のみを知 らせてお く。 これ により、進行の仕方 をあ らか じめ シミュ レー ションさせて

お く。

・発表者(言 葉 の感 動体験 ス ピーチを行 う者)に は事前 に個人指導 を行 い、 ス ピーチを

よ りよい もの に してお く。

・発表班 以外 の学 習者 はよい聞 き手 とな るように次の役割を分担す る。

0り 発表 についての質問や感想 を述べ、発表 者 とや りとりす る班

ω(ア)の や りとりにっ いての感 想を述 べ る班

(ウ)ス ピーチの題 名を考 えて発 表す る班

これ によ りよい聞 き手 とは、 ただ話 を聞いて いるだ けで はな く、話 し手か ら何かを

得 よ うと し、交流 しようとす る能動 的な姿勢 で聞 く者 なのだ ということを自覚 させた。

ウ 発表 についての質 問や感想 を重要 な表現活動 と して位 置づ けた。

このよ うな発表会 の場 で は発表者 の表現活動 のみが重視 され、 それ に対す る聞 き手の
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質 問や感想 な どは軽 く扱われ ることが多 い。 しか し、質問や感想が述べ られ る ことによ

り、参加者 の意識が高 まり、発表の価 値 その もの も高 め られ るので ある。 そのよ うに聞

き手か らの質 問や感想 は重要 な表現活 動 なのだ という意識を もたせ るために、発表者 と

聞 き手 とのや りとりについて注 目 し、 その感想を述 べ る班を前記 の通 りに設定 した。

② 【導入教材】 「天声人語」 「美味 しいよ」

「天声人語」 について

これ は平成7年12月31日 の朝 日新 聞の コラム 「天声人語」 の文章 であ る。 平成7年1月

17日 午前5時46分 、 マグニチ ュー ド7.2の大地震 が阪神淡路地域 を襲 った。死者6千 余人 と

いう大惨事 の陰 に、 い くつ もの感動的 な場面 があ った。 「もう行 け!」 これ はがれ きに下

半 身を挟 まれ た父親が、迫 りくる炎 を見 なが ら子 ど もたちを巻 き添 えに しまい と発 した言

葉 だ。一般 に は高圧的で横柄 な感 じを受 ける言葉 だが、 ここには最期 の最大 の愛情 が凝縮

されてい る。 学習者 たちは、 この言葉 を聞 いて、 は じめは辞書的 に 「命令 されてい るよ う

で嫌 だ」「怒 られてい るみたい」 とい うよ うに否定 的な印象 を受 けるで あ ろ うが、 言 葉 が

発 せ られた背景 を感 じとるに したが って、精美 な受 け取 り方 に変わ って い くと思 わ れ る。

言葉 には、 それを発 した人の思 いが込 め られて いる。 その人の歴史が内在 されて いる。言

葉 の多義性 や奥行 きを考 え させ るための導入教材 と して適切であ ると考え た。

「美味 しいよ」 について

これ は 「心 に残 るとってお きの話」(潮 文社編集部編、平成5年 発行)に 収 め られ て い

る文章で、筆者 は彦 田信義氏(昭 和6年 生 まれ、元警察官)で あ る。 短 くあ りふれ た言葉

で あって も、心 の こもった言葉 がいかに大 きな力 を もち、人 に感動 を与 え る ものか とい う

ことが一 読 して感 じとれ る文章 であ る。 また、 この文章 は、題名 に掲 げ られてい る言葉 の

発せ られた時 の状況や背景が詳 しく述 べ られてお り、 この ことが読 む者 の心 を打っ効果的

な役割 を果た して いる。 こ うした表現法 は学習者が 自 らの体験 を発表 してい く上 で参考 と

す るべ き大切 な要 素であ る。 こうした ことか らこの文章 は本単元 の導入教材 と して適切 で

あ ると考 えた。

③ 【指導 目標】

ア 言葉 によ って伝 え合 うことの価値(生 産性や必要性)を 体験的 に気づかせ る。

イ 言葉 にっいての考 えを深め させ、言葉を大切 に して心通 い合 う人間関係 を築 こうとす

る姿勢 を育 て る。

ウ 自 らの体験や思 いな どを分 か りやす く伝 え る力をつ ける。

工 質問や感想 を適切 に述 べ、話 し手 との交流 を図 りなが ら思 考 して い く力をっ ける。
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④指導計画(全8時 間扱 い)

時

1

2

学 習 活 型Lヰ 指 導 上 の 留 意 点

・指 導 者 か ら本 単 元 の お お よ その ね ら い

に つ い て聞 く。

・ 「天 声 人 語 」 「美 味 しい よ」 を読 み 、

言 葉 の背 後 に あ る人 の思 い や そ の 時 の

状 況 に つ い て 考 え る。

・言 葉 の体 験 ア ン ケー トを 書 く。

① 言 葉 の感 動 体 験 が あ るか。

② そ れ は ど ん な 言葉 だ った か。

③ 言 葉 に よ って嫌 な体 験 を した こ と は

あ るか 。

・ア ンケー トの集計結果 を考察 す る。

。改 めて本単元 の学習 目標 と学習 の流 れ

を指導者か ら聞 く。

言葉 の多義 性や奥行 き、魅力等 にふれ させ

なが ら、言葉 にっ いての考えを深 めさせる。

② は、 その言葉 だ けを書 かせ る。

・③ は、 そ の 有 無 だ けを 尋 ね る。

戴;を 本学習簾 動機付けとする.

一 学習 目標(学 習者 に提示)

〈 こん な ことを目指 そ う!〉

①言葉 によ って互 いの思 いや考 えを伝 え合 うことの大切 さを知 ろう。

②言葉 につ いての考 えを深 めよ う。

③ 互 いのよさを発見 しよ う。

〈 こん な力 をっ けよ う!〉

④ 分か りやす く話 した り説明 した りす る力 をっ けよ う。

⑤人 の話 をよ く聞 き、疑問 や感想 を発表 で きる力 をっ けよ う。

⑥ 話 し合 いを通 して自分 の考 えを深 め られるよ うに しよ う。

く

…

.自 分 の
Aの 繭 体 験 に つ い て 書 く.;5WIH(い っ 、 ど 、 で 、 だ れ が 、 ど う 、、

,う 状 況 で、 ど の よ うに感 じた等)を 意 識 し

て 自分 以 外 の他 の人 に感 動 内容 が伝 わ る よ

1う に書 か せ る。I

i
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「言葉の感動体験」 の班 内発表会 を行

つ。(資 料1)

①1人 が ス ピーチをす る。(2分 程度)

② 他 の班員が質問 をす る。

③ 他の班員が感想 を述べ る。

・ス ピーチの代表者 を班 で一人決 め る。

・班代表者 のス ピーチを班員全員 で練 り

直す。(資 料2)

・発 表 会 の形 式 につ いて指導 者 か ら聞 く。

・発 表 の際 の司 会 者 を一 人 決 め る。

〈第5～7時 〉(本 時の展 開参照)

「発表会 ・心 に残 った言葉」 を行 う。

(資料3)

〈第8時 〉

・本学習 を通 しての感想 を各 自書 く。

(資料4)

①言葉 にっ いて

②発表会、感想 の交流 について

③ その他 につ いて

・班毎 にそれ らの感想を用紙 にまとめる。

〈事後〉

指導者 は各班 がま とめた ものを印刷 し、

学習者全員 に配布す る。

点

前 時 で書 い た こ とを も とに して ス ピ ー チ し

合 う。 班 員 の人 数 は6人 程 度 とす る。

共 感 した 「な る ほ ど」 「い い な あ」

共 鳴 した 「自分 に もそ ん な経 験 が あ った」

等 、 ② ③ と もに話 の よ さを 引 き出 す こ とを

目的 に 行 わ せ る。

他 の班 の人 に も、 共 感 や共 鳴 を 与 え る だ ろ

う と思 わ れ るス ピー チ を行 った班 員 を 一 人

選 出 す る。

改 め て そ の代 表 者 の 話 の 内容 を 思 い 出 しな

が ら、 ス ピー チ を よ り よ くす るた めの 構 成

等 に つ い て班 員 全 員 で話 し合 わ せ る。

司会 者 に は司 会 台 本 を書 か せ 、 進 行 の手 順

を シ ミュ レー シ ョ ンさせ て お く。

一 班 に っ き約20分 で計6班 が 行 う
。

感 じた こ と、 気 づ い た こ と、 考 え た こ と等

を発 表 会 の記 録 も参 考 に して 書 か せ る。

話 し合 って 一 っ に ま と め る と い うの で は な

く各 感 想 を 羅 列 して い く形 にす る。 た だ し

内容 が 共 通 す る もの は一 っ に ま とめ させ る。

本学習 の成果 につ いて考察す る。
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⑤ 【本 時の展 開(第7時)】 指導案

導

入

展

開

学 習 活 動

・本 時 の 学 習 目標 につ いて 指 導 者 か ら聞 く。

〈 こん な こ とを 目指 そ う〉

感 想 を 交 流 させ る こ と に よ り

① 発表 者 の話 の よ さを さ らに引 き出 そ う。

② 言 葉 に つ い て の 考 え を深 め よ う。

③ 互 い の よ さを再 発見 しよ う。

〈 こん な こ とを が ん ば ろ う〉

④ 入 の話 に耳 と心 を傾 け よ う。

⑤ 聞 いて 思 った こ とを 自分 の言 葉 で話 そ う。

⑥ 自分 の 思 い を勇 気 を も って伝 え よ う。

。発 表 会 「心 に残 っ た言 葉 」 を行 う
。

指 導 上 の 留 意 点

聞 き手 の態度や発言が特 に大切で あ る

ことを強調 し、 よい聞 き手が この発 表

会を価値あ るもの にす るのだ とい う意

識を もたせ る。

一 各班 は ロ ー テ ー シ ョ ンにて それ ぞ れ 次 の役 割 を担 う
。

(力 発 表 す る班

ω 発 表 内 容 にっ いて 質 問 や 感 想 を 述 べ 、 発 表 者 と直 接 や りと りす る班

(ウ)(イ)の 質 問 や感 想 、 や り と りにっ いて の 感想 な ど を述 べ る班

Wス ピー チ にふ さわ しい題 名 を考 え て そ れ を 発 表 す る班

① 司 会 者 よ り

始 め の挨 拶 、 班 内 の発 表 会 の報 告

② 班 代 表 者 に よ る ス ピー チ を行 う。

聞 き手 は メ モ を と りなが ら聞 く。

③ 質 問 と感想 を 出 し、 発 表 者 と のや りと り を

行 う。

④ ③ の質 問、 感 想 、 や りと りにっ いて の 感 想

を 出 す。

⑤Wの 役 割 の 班 は、 ス ピーチ にふ さわ しい 題

名 を考 え、 そ の題 名 に した珪 由 と と も に 発

表 す る。

本 日の発 表者 以 外 の班 員 の 発 表 内 容 を

簡 単 に紹 介 させ る。

メ モ は話 の概 要 程 度 で よ い こ とを 伝 え

る。 質 問 に つ い て は話 の よ さを 引 き出

す こ とを 目 的 と させ る。

だれ の ど ん な発 言 が よ か った か、 そ れ

を聞 いて 、 さ らに どん な こ とを思 っ た

か な どを 述 べ させ る。

理 由 につ いて詳 しく述 べ させ る。 ス ピー

チ か らだ けで は な く③ 、 ④ の感 想 を 聞

い た と こ ろか ら考 え た題 名 を期 待 した

い。
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学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

③ ～⑤ の間、 発表班 の発表者、司会者以外 の

班員 は他 班か らの質問、感想、題名 と、 それ

をっけ た考え等を記録す る。

⑥ 発表者か ら感想を述べ る。 ス ピー チ を して の感 想 、 ス ピー チ を 聞

⑦ 司 会 者 か ら終 わ りの あ い さっ を述 べ る。 い て も ら って の感 想 な ど

(同 様 の手 順 で も う一 班 の発 表 を行 う。)

指導者か らの講評 を聞 く。

ま
① ス ピー チ に っ い て(構 成 、 話 し方 等) そ れ ぞ れ よか っ た こ とを 中 心 に述 べ 、

②司会進行 について 適 宜 ア ドバ イ ス もす る。

③質問 ・感想 について

と ④ 質 問 ・感 想 ・や り と りにつ いて の感 想 に

つ い て

⑤題名 とその理由の発表 にっ いて

め
⑥ みんなで感想を交流 した ことの価値 にっ

いて

⑥ 【本 時 の評 価 の観 点 】

ア.言 葉 に よ って 伝 え 合 う こ と の価 値 を 体 験 的 に気 づ い たか 。

イ.言 葉 の魅 力 につ いて の 考 え を深 め、 言 葉 を大 切 に して い こ う とす る 姿 勢 を も った か 。

ウ.自 らの体 験 や 思 い な どを 分 か りや す く伝 え られ たか 。

エ .質 問 や 感 想 を適 切 に述 べ 、 話 し手 との交 流 を図 りな が ら考 え を深 め た か。
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「心に残る言葉」感想文
2年()組()7臨 氏名 〔}

☆ 「心に残 る言粟」の授業を受けて、白分が感 じたこと、考えさせ られたこ

となどを晋いてみよう。
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「心に残る言葉」感想文
2年()組()覆}氏 名 〔1

☆ 「心に残る言葉」の授簗を受けて、 自分が1じ たこと、考えさせ られ たこ

となどを書いてみよう。
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(3)ま と め

本分科会 で は、「心 に残 る言葉」 とい う単元 を特設 し、言葉 の魅力 を考 える ことを通 して、

互 いの思 いや考えを伝え合 う力を育て る指導法 にっいて研究を進 め た。 ここで は、数 回の検

証授業 を行 い なが ら改善 されて得 られた成果を まとめてみ る。

① 考 察

ア 導入 教材 につ いて

「美 味 しいよ」 という感謝 の言 葉が、その発 す る者 と受 け止め る者 の生 きて きた背景

を背負 って、 さ らに重みのあ る、 人の心 を打 つ もの にな ることが よく理解できる文章で、

導入 に適 した教材であ った と言 え る。

イ 学習者 自身の言葉の感動体験 を掘 り起 こす活動 について

導入教材 の厳選、 感動体験 にっいての ア ンケー トを試 みた。 当初、感動体験 がない と

言 っていた学 習者 の中 にも、 ア ンケ ー ト結果 を見 ることによ り新 たな視点 で 自分 の体験

を振 り返 ることがで きた者 もあ り、効果 的な取 り組 みであ ると思 われ る。

ウ 伝 え合 いの活動 につ いて

・班 の中での発表会 や学級発表会 の準備 をす る活動 で は、伝 えたい ことをいかに分 か り

やす く発表 す るか、文章表現、音声表現 の両面 か ら検討 させ ることがで きた。

・よい聞 き手 を育 て るたあに各班 に役割 を与 え、話 し手 の心 の中にあ るものを察 す ると

ともに、 自らの思 いや実体験 を語 るとい う積極 的に交流 す る姿勢 をもたせようと した。

学習者 自身 の体験 を素材 に した とい うこともあ り、真摯 な気持 ちで受 け止 めよ うと し

た り、 お互 いを認 め合 い、共感 す る感想 や相手 を思 いや る発言 もみ られた。

工 言葉 の魅力 を考 えさせ ることに関 して

学習者 自身 の身近 な事柄 か ら考 え させた ことによ り、 よ り現実 的な もの として言葉 の

魅力や その重 さを実感 す ることが で きた。 また、言葉 の多様性 にっいて考 えた り、今後

の自分 の言葉 の使 い方 にっ いて考 えを もっ ことがで きた。

② 今後の課題

ア 話 し合 いを進 める上 で中心 となる司会者 の育成、聞 く側 の育成、話 し合 いの基本的 な

手順を、 日常的、計画的 に指導 してお く必要が ある。

イ 本当 に伝え たいと思 われる内容 を構成 しなければ、上辺 だけの画一的 な発言 しか得 ら

れな い。受 け止 ある側 の心 を揺 さぶ る様 々な意見 や考 えが生 まれ るよ うな話材 でなけれ

ばなか なか意欲的 な交流 は期待で きない。

ウ 自分の体験 を語 るとい う内容上 の性格か ら、 自己開示 を したが らない生徒 もいる。 そ

の際 には、人権 の問題 もあるので、取 り扱 いには十分 な注意 を必要 とす る。

また、今後、真剣 に伝え よ うとす る必然性の ある話材 を指導者が どのよ うに設定すれ

ば よいのか、発表の形式 も含 めて考えて いか なけれ ばな らない。

工 発 表会 の中で、指導者 のかかわ り方 にっ いて い っそ う検討 してい きたい。
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IV研 究のまとめと今後の課題

本 年 度 は、 『互 い の思 いや 考 え を伝 え合 う力 を育 て る指 導 法 の工 夫 』 を 研 究 主 題 と して 研 究

を進 め て き た。 私 た ちが 目指 した 「伝 え 合 う力 を 育 て る」 とは、 デ ィベ ー トや パ ネル デ ィス カ ッ

シ ョ ン等 で 培 う論 理 的 な表 現 力 で はな く、 人 間 関 係 を 豊 か に して い くた め の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン能 力 と して の表 現 力 を育 て、 高 め て い く こ とで あ る。 そ の た め に、 他 人 の体 験 を 聞 く こ とを

とお して 、 自分 の視 野 を さ らに広 げ、 考 え を深 め 、 そ の 深 め た もの を さ らに他 に分 か るよ うに

伝 え る と い う学 習 活 動 を進 め て い く中 で 、 お互 いが 共 鳴 した り、 共 感 し合 い なが ら相 手 の気 持

ちを 考 え 、 理 解 しよ う と して い く姿 勢 を 身 に つ け させ て い こ うと考 え た。

1班 で は、戦争 を背景 とす る作 品 「大人 になれ なか った弟 たちに…」 を、地域 に住 む戦争体

験者で ある異世代 の人 と一緒 に読 む場 を設 けた。立場 も世代 も大 きく違 う者 同士 が一 っの作 品

を読み合 い、 その時代背景、情景 描写、登場人 物 などにつ いての話 を互 いに聞 き合 い語 り合 う

とい う活動 を通 して、 コ ミュニ ケー ション能 力を身 につ ける ことがで き同時 に知 り得 なか った

多 くの ことを知 る ことがで き、 いろいろな角度 か ら作品 を とらえ られ、新 たな感動 を抱 きなが

ら読み深 めてい くことが で きた。

2班 で は、言葉 の重 みに着 目させなが ら互 いの考え を伝 え合 う力 を育 て るために、 感想 を交

流 し合 うことを中心 に学習活動 を進めた。 この活動によって発表者 は伝えようとい う意識を もっ

て発表で き、聞 く側 も個人 の体験 を興 味深 く聞 くことが で きた。 また他 の人 の感想 を聞 く中で

共感 した り、新 たな感想 を もち、 自分 の考 えを さ らに深 める ことがで きた。 また、 言葉の感動

体験 を掘 り起 こす活動 の中で言葉 の魅力 や言 葉 の重み にっ いての認識 を深 め、言葉 を大切 に し

て い こうとす る姿勢 を身 にっ ける動機 付 けにな った。

これ らの取 り組み の結果、生徒 は相 手 の話 に関心 を もって聞 き、 それに対 す る自分の考えを

互 いに伝え合 い、 また互 いの考 えを受 容 し合 う ことによ ってさ らに視野 を広 げ る ことがで き、

伝え合 う力が身 にっ いた と考 え る。

今後 の課題 と して次 のよ うな ことがあ げ られ る。

○話 し合 いの形式 を作 った り、 司会者 を育成 して い くなど、話 し合 いを進 め る上 で基本的 な取

り組み方 や話 し合 いの手順 を計 画的 に指導 して い く必要 があ る。

○ 「伝え合 う力」 を育て るたあ には、 まず 「伝え たい こと」 を考 え る力を身 にっ けさせ る こと

である。 ただ、生徒 の発達段 階の中で、 「伝 えたい こと」 はあるが 自己開示 を したが らな い

現実が あ り、 またプ ライバ シーに関わ る こと もあるので内容 について の配 慮 が必 要 で あ る。

○音声言語 を中心 とした取組 み にっ いて は教 師側 の姿勢 に も課題 は残 されて いる。生徒 を指導

して い く立場 として、教 師 自身 もさ らに 「伝 え合 う力」 を身 にっけてい く努力が必要である。

○ また、総合的 な学習 にお ける国語科 の役割 は大 きい。今後 の国語科 の在 り方 と して、総合 的

な学習 を視野 に入 れなが ら基礎 ・基本 を身 にっ けさせ る取組 みを進 めて い くべ きで あ る。
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